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セクシャルマイノリティとＬＧＢＴ 

 

●性的少数派「セクシャルマイノリティ」と呼ばれる人たちとは？ 

今の社会で「普通」とされているのは、自分の性別に違和感がなく、異性を恋愛対象とする男ら

しい男性/女らしい女性のどちらかです。 

このような性別二元論に該当しない人たち（何らかの意味で性、もしくは性別のあり方が非典型

的な人たち）が性的少数派「セクシャルマイノリティ」と呼ばれています。 

しかし、実際には、男の子らしい女の子もいるし、かわいらしい男の子もいるし、同性が好きな

人もいます。単純に男/女のどちらかではなく人間の性は本来もっと多様なものであるのに、男/

女のどちらかに分けられてしまい、自分らしく振る舞えないことにセクシャルマイノリティの生き

づらさがあります。 

●ＬＧＢＴとは？ 

セクシャルマイノリティと LGBTは、しばしば混合されてしまいますが、ＬＧＢＴとは 

  右記の４つの代表的なセクシャルマ

イノリティの頭文字から作られた頭

字語です。 

意味合いとしてはあまり変わりま

せんが、セクシャルマイノリティは 

当事者以外の人たちが当事者を説明するときに使うことが多く、LGBTは当事者が自らを説明する

ときに使うことが多く『LGBTというコミュニティに属している』という使い方をします。 

続いて、わかりづらいトランスジェンダーについて説明します。 

☞ トランスジェンダーって？  

トランスジェンダー（Transgender）とは、簡単にいうと、からだの性とこころの性が一致

していない人たちのことを指します。その中には性同一性障害も含まれます。 

☞ 性同一性障害とは？  

「性同一性障害」とは身体や戸籍上の性別に違和感を持ち、そのことで日常生活に著しい苦痛

を感じ、別の性で生きることを望む人に与えられる医学上の「疾患名」です。 

性別違和を抱えていてもその感覚は人それぞれで、異性と同じ服装をして満足する人、社会的

に別の性として扱われたい人、パートタイムで性役割を使い分ける人、など様々で全ての人が「治

療」を望むわけではありません。性別違和が強く、そのままでは著しい苦痛を生じ、日常生活に

支障が出る場合、「疾患名」を得て治療し、望む姿に近づく人たちを性同一性障害と呼びます。 

～男女共同参画であなたもわたしもハッピーに～ 

 

 発行 市川市 総務部 男女共同参画課 

市川市市川 1-24-2 電話 322-6700 

男女共同参画センター（愛称 ウィズ）は、性別にかかわりなく対等な立場であらゆる活動

に参画し、喜びも責任も分かち合う男女共同参画社会の実現を目指すための拠点施設です。 

愛称の“ウィズ”は、男女ともに、老いも若きもともにという意味が込められています。 

L（Lesbian）女性の同性愛者 

G（Gay）男性の同性愛者 

B（Bisexual）両性愛者 

T（Transgender）性別移行（性同一性障害を含む） 



- 2 - 

（図）性別を構成する要素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☞ 同性愛と性同一性障害について  

よく混同されるのが同性愛

と性同一性障害です。そもそも

誰と誰が同性なのでしょう

か？ 

今日では性別を考える際に

右図の４つの切り口〔からだの

性（身体的性別）／こころの性

（性自認）／好きになる性（性

指向）／ふるまう性（性表現）〕

で考えることが多くなってき

ました。 

私たちはついつい見た目で判断してしまいがちですが、誰と誰が同性かを考える場合は、から

だの性ではなくこころの性（性自認）を基準に考えます。見た目は男性同士に見えても、片方の

人が、からだの性が男性でこころの性が女性である場合、その人たちは異性ということです。 

身体はあくまで乗り物で、そこに心が宿ります。その心に基づいて同性・異性を判断します。 

こころの性を基準に考えると、MtF（からだの性が男性でこころの性が女性）の性同一性障害

の人が男性と恋愛をしていたらそれは異性愛です。 

（高橋 泉さんの協力により作成しました） 

 

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）に関するアンケート結果 

 

 11月の「ＤＶ根絶強化月間」の取り組みの一つとして   問１【ＤＶをご存知ですか？】 

男女共同参画センター利用者の皆様に、ＤＶに関するアン 

ケートを実施し、１８４名の方にご回答いただきました。 

結果は右と下の図をご覧下さい。 

問２【ＤＶの予防と防止には何が必要だと思いますか？】 

 

 

 

ＤＶの認知度は高いことが

わかります。 

そして、予防と防止のため

には、まず被害に直面してい

る方と子どもを助けるための

施策が必要という回答が半数

以上でした。 

男女共同参画センターでは、

アンケート結果を参考にＤＶ

根絶のための取り組みを今後

も続けていきます。 

アンケートにご協力いただ

きありがとうございました！ 

被害者の安全確

保体制の充実 

19% 

ＤＶ被害者の早

期発見のための

取り組み 

17% 

被害者の子ども

のケア 

15% 

ＤＶ予防教育の

推進 

11% 

市の相談体制の

充実 

10% 

被害者の生活再

建のための支援 

10% 

ＤＶ防止の啓発

活動 

9% 

支援者の専門的

スキルの向上 

5% 

市の関係部署・

機関同士の連携 

4% 

内容ま

で知っ

ている 

72.8% 

言葉は

知って

いる 

25.5% 

知らな

い 

0.5% 

回答な

し 

1.1% 

① 身体的性別 

（Sex） 

外性器、性染色体、戸籍上の性別 

② 性自認 

（Gender Identity） 

自分自身が思う、自分の性別 

③ 性的指向 

（sexual Orientation） 

恋愛対象がどの性別に向くか 

④ 性表現 

（gender Presentation) 

服装、髪型など外見の表現 


